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［原理解明編］Wordミニマル・クエスチョン
作成：飯富


コンセプト
· 『ミニマル・クエスチョン』により、Wordの『挙動不審』点を再認識し、メカニズムを探究し、
解決の最善手を探る。
· 『ミニマル・クエスチョン』に答える中で、書式の４階層アプローチや、Wordの目に見えない原理・概念のイメージを固める。
· Wordの不可解性に正面から立ち向かう。現代のWordトラブルシュートの最前線を行く。





ミニマル・クエスチョン
行間特講
[image: ]Word Tips
・まずはページレイアウトの「行送り」を確認したい。
[image: ]
・「行間」の確定に必要な、＜グリッド高（行送り）＞・＜フォントサイズ＞・＜フォント行高＞の3概念を覚えよう。

以下の文章は、「12pt」のフォントサイズで記述されているが、行間が通常の２倍ぐらいになっている。フォントやフォントサイズを変えずに、行間を適切な高さに調整しなさい。（「適切な」というのは、ぴっちり隙間なくという意味ではなく、空きすぎず程よい高さであれば良い。各自ご判断ください。）
※注意：但し、ページレイアウトや「行送り」は変更してはならない。

作業用←こちらで作業
はじめてアメリカに行ったのは私が２０歳になる年の秋のことです。日本からアメリカのフライト時間は１３時間ぐらいだったでしょうか。遠くの席で赤ん坊がやけに泣いていたのを覚えています。さすがに１３時間のフライトともなると向こうに着く頃には身体に結構負担がきますね。

解説用←これは予備用
はじめてアメリカに行ったのは私が２０歳になる年の秋のことです。日本からアメリカのフライト時間は１３時間ぐらいだったでしょうか。遠くの席で赤ん坊がやけに泣いていたのを覚えています。さすがに１３時間のフライトともなると向こうに着く頃には身体に結構負担がきますね。

以下の文章は、前問同様「12pt」のフォントサイズだが、前の問題と比べて、
行間が広くあいていない（適切である）。先程の問いとの決定的な違いは何か。
空欄を埋めよ。

はじめてアメリカに行ったのは私が２０歳になる年の秋のことです。日本からアメリカのフライト時間は１３時間ぐらいだったでしょうか。遠くの席で赤ん坊がやけに泣いていたのを覚えています。さすがに１３時間のフライトともなると向こうに着く頃には身体に結構負担がきますね。

前問と本問の違い
前問は（＿＿＿）だが、本問は（＿＿＿）を使っている。そうするとフォントサイズに対する（＿＿＿）が違うため、このような違いが生まれる。


写真の説明を同じ行数でたくさん伝えたいためフォントサイズを小さくしたのだが、フォントが小ささの割には、行間が広くて気持ちが悪い。もっと行間を狭くしたいので、適切な行間の高さに設定しなさい。
[image: ]
こちらの写真はWindows８からキャプチャーしたものであるが、最近はこのように画面をフラットなデザインのアイコンで埋めるのがWeb業界の主流である。そういえば、Googleのロゴも2015年の夏にフラットデザインに変わったのを知っているだろうか。ひと昔前は、３Dやグラデーションのあるデザインが流行ったような気がするが、進化した現在にあってフラットに逆戻りというのはなんだか不思議な気がする。一般的にフラットなデザインというものは、「ダサい」などと考えられる傾向すらあったのに。本当に流行というのはわからないものだ。





インデント入門
インデントとは、indent（へこませる。くぼませる。字下げする。）という意味。Wordでは「段落書式」に属する存在。
インデントが設定されるとそこに文字を打てなくなる。スペース文字と違うことを把握しよう。

下記の３行の文章に、「左端から３文字分全てがずれる」ようにインデントを設定しよう。さらに「右端から５字分ずれる」ようにインデントを設定しよう。

ポイント
インデントという概念を確認しよう。
どこから設定をかけれるか知ろう。

作業用
はじめてアメリカに行ったのは私が２０歳になる年の秋のことです。日本からアメリカのフライト時間は１３時間ぐらいだったでしょうか。遠くの席で赤ん坊がやけに泣いていたのを覚えています。さすがに１３時間のフライトともなると向こうに着く頃には身体に結構負担がきますね。

解説用
はじめてアメリカに行ったのは私が２０歳になる年の秋のことです。日本からアメリカのフライト時間は１３時間ぐらいだったでしょうか。遠くの席で赤ん坊がやけに泣いていたのを覚えています。さすがに１３時間のフライトともなると向こうに着く頃には身体に結構負担がきますね。


・インデントは、インデントマーカーで調整することができます。段落ダイアログで調整することもできます。いずれの場合も、「段落層」の概念ですから、適用範囲は、「その段落のみ」であることを意識しましょう。（※インデント設定の適用範囲を「ページ全体」と誤解をする人がいますが、違います。）



タブ・スペース問題とインデント。

以下において、冒頭に、全角スペースを１つ入れてから「暑い夏だった。」と入力しなさい。

↓ここに

↑ここに

ポイント
・編集記号をONにすることは重要。

以下において、冒頭にTab文字を１つ入れてから「暑い夏だった。」と入力しなさい。

↓ここに

↑ここに

ポイント
・編集記号をONにすることは重要。
・「タブ文字」は、既定では「4字ごとのストッパーで止まるイメージ」。
・この既定値はショートカット［Alt＋O→T］で確認できる。（変更の必要は特に無い）

以下の文の段落の始めに「全角スペース」を１つ入れなさい。

作業用
暑い夏のことだった。与助はなかなか寝付けずにいた。ふと気がつくと、ふすまの向こうに猫がいた。

↓解説用（触らない）
暑い夏のことだった。与助はなかなか寝付けずにいた。ふと気がつくと、ふすまの向こうに猫がいた。

以下の文の段落の始めに「Tab文字」を１つ入れなさい。

作業用
暑い夏のことだった。与助はなかなか寝付けずにいた。ふと気がつくと、ふすまの向こうに猫がいた。

↓解説用（触らない）
暑い夏のことだった。与助はなかなか寝付けずにいた。ふと気がつくと、ふすまの向こうに猫がいた。


段落概念・強制改行・インデント

次の文章は何段落によって構成されているか。

答え：（＿＿＿）段落構成

ふと考えてみると、長い時間をかけ、これまでの自分の過去を振り返ったり思い出したりという経験は、子供の頃にはよくあったものだ。
しかし、大人になるにつれて、いつの間にか深く過去を顧みることをしなくなった気がする。
ただしそれは、単純に自分が忙しいからそうしないというよりは、敢えて過去を振り返らないほうが自分の良い未来に繋がるという自分なりの考えも手伝ってのことだ。

ポイント
・段落１つの範囲を確認するためのテクニックは？




次の文章は何段落によって構成されているか。空欄を埋めなさい。

答え：（＿＿＿）段落構成
↓の文章

長い時間をかけて、
これまでの自分の過去を振り返るという経験は、
子供の頃にはよくあったものだ。
しかし、大人になるにつれて、
深く過去を顧みることをしなくなった気がする。
ただしそれは、単純に自分が忙しいからそうしないというよりは、
敢えて過去を振り返らないほうが自分の良い未来に繋がるという
自分なりの考えも手伝ってのことだ。

↑の文章

ポイント
・枠外ダブルクリックを学ぶ。
・改行と改段落の違いを知る。




完成例に習い、同じになるように改行記号を入力しなさい。

作業用
長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、
子供の頃にはよくあったものだ。しかし、大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。

完成例
[image: ]
解説用
長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、
子供の頃にはよくあったものだ。しかし、大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。



動的インデント分析

インデント値を理解することは、難しい。それは、設定値が「動的」であるから。
ここでは、段落ダイアログにおけるインデント値の読み方を理解していく。

下記の段落において「完成例」に習い、「1行目インデント」と「ぶら下げインデント」をそれぞれ設定しなさい。（1行目インデント＝2字分、ぶら下げインデント=左端から6字分）※ぴったりでなくとも良い。

作業用
長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、子供の頃にはよくあったものだ。しかし、大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。ただしそれは、単純に自分が忙しいからそうしないというよりは、敢えて過去を振り返らないほうが自分の良い未来に繋がるという自分なりの考えも手伝ってのことだ。

完成例（1行目=2字分、ぶら下げ＝左端から6字分）
[image: ]

解説用
長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、子供の頃にはよくあったものだ。しかし、大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。ただしそれは、単純に自分が忙しいからそうしないというよりは、敢えて過去を振り返らないほうが自分の良い未来に繋がるという自分なりの考えも手伝ってのことだ。




下記の段落において「完成例」に習い、「1行目インデント」と「ぶら下げインデント」をそれぞれ設定しなさい。（1行目インデント＝左端から６字分、ぶら下げインデント=左端から２字分）※ぴったりでなくとも良い。

作業用
長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、子供の頃にはよくあったものだ。しかし、大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。ただしそれは、単純に自分が忙しいからそうしないというよりは、敢えて過去を振り返らないほうが自分の良い未来に繋がるという自分なりの考えも手伝ってのことだ。

完成例（1行目=左端から６字分、ぶら下げ＝左端から２字分）
[image: ]

解説用
長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、子供の頃にはよくあったものだ。しかし、大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。ただしそれは、単純に自分が忙しいからそうしないというよりは、敢えて過去を振り返らないほうが自分の良い未来に繋がるという自分なりの考えも手伝ってのことだ。




文字書式と段落書式
[image: ]Word Tips

・文字書式＝フォント層の項目
・段落書式＝段落層の項目
である。

多くのユーザーは、勘違いをしているが「段落全体を囲んで何かを設定したら、段落層に設定がかかって、単語を囲んで設定を掛けたらフォント層に設定が掛かるんでしょ？」と思っている。これは全くの間違いである。
「どう囲んで設定を掛けたか」ではなく、そもそも、その項目が『なに階層の設定項目か』が大事。
つまり、英語でmakeときいたら「動詞」と決まっているように、Wordでも設定項目は、どの階層項目かが決まっている。
→ここではフォント層か、段落層かについて整理していく。

２つの設定方法の使い分け
（1） 文字ドラッグ法・・・フォント層の項目を設定するとき
（2） ワンクリック法・・・段落層の項目を設定するとき


[image: ]Word Tips
「直接」書式の対義語は、「スタイル」書式。
直接・・・・個別に１つずつ力技でかけているイメージ。
スタイル・・・・スタイルを使って、全体を一斉にかけているイメージ。

Wordのあるべき正しい使い方としては、講義後半で扱うように「スタイル書式」を適用していくべきだが、
ここではしばらく、「直接書式」を扱っていく。難しく考える必要がなく、ほとんどの人がWordでやっている書式設定はほぼ全て「直接書式」である。


「直接書式」は、下記ショートカットでクリア（解除）できる。
・フォント層のクリアは、［Ctrl＋スペース］
・段落層のクリアは、［Ctrl＋Q］

[image: ]

[image: ]Word Tips
Reveal Formattingでは、[スタイル名を表示する]のチェックを常にONにすること。
これによりReveal Formatting上で「どれがスタイル書式によるもので、どれが直接書式によるものかが判別できるようになる」。
[image: ]

Reveal Formattingをみながら、フォント層と段落層のそれぞれの項目を確認しよう。
フォント層に属する項目・・・・「太字・下線・囲み線など」、「フォント（種類・サイズ・色）」
段落層に属する項目（下記で確認↓）・・・・「インデント・行間・段落罫線と網かけ・配置」
下記が、段落書式です。

インデントがかかっています。インデントがかかっています。インデントがかかっています。インデントがかかっています。インデントがかかっています。インデントがかかっています。インデントがかかっています。インデントがかかっています。インデントがかかっています。インデントがかかっています。インデントがかかっています。インデントがかかっています。インデントがかかっています。

行間が広くなっています。行間が広くなっています。行間が広くなっています。行間が広くなっています。行間が広くなっています。行間が広くなっています。行間が広くなっています。行間が広くなっています。行間が広くなっています。
段落罫線が設定されています。段落罫線が設定されています。段落罫線が設定されています。

網掛けが
されています。

段落層項目の「配置」・・・「中央揃え」「右揃え」「両端揃え」「左揃え」などがあります。

中央揃えは段落書式

右揃えも段落書式






それぞれ下記の文字に、文字通りの書式変更をかけなさい。

・Reveal Formattingで層を確認。

作業用
この行の文字すべてを太字にする。
この行の文字すべてにアンダーラインをかける。
この行の文字すべてにシェードをつける。
この行の文字すべてを囲み線で囲む。
[image: ]Word Tips「フォント層のクリア」
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[image: ]Word Tips「段落層のクリア」
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次の『目立つために・・・・ライン！』に、
［赤文字］、［太文字］、［アンダーライン］の３つの直接書式設定をかけたが、普通の書式に戻したい。普通の書式に戻しなさい（ただし、インデント位置はそのままで。）

ポイント
・フォント層クリアのショートカットを知ろう。複数のフォント層の書式を全てクリアできる。
・Reveal Formattingを使おう。
・段落層項目は、クリアされていないことを確認しよう。

作業用
目立つためには赤くて、太く、アンダーライン！

解説用
目立つためには赤くて、太く、アンダーライン！



小さく設定したフォントサイズを元の標準のフォントサイズに戻したい。

ポイント
・フォントサイズは、何層かを考える。
・文字ドラッグ法とワンクリック法のどちらかを考える。

作業用
こちらの写真はWindows８からキャプチャーしたものであるが、最近はこのように画面をフラットなデザインのアイコンで埋めるのがWeb業界の主流である。そういえば、Googleのロゴも2015年の夏にフラットデザインに変わったのを知っているだろうか。ひと昔前は、３Dやグラデーションのあるデザインが流行ったような気がするが、進化した現在にあってフラットに逆戻りというのはなんだか不思議な気がする。一般的にフラットなデザインというものは、「ダサい」などと考えられる傾向すらあったのに。本当に流行というのはわからないものだ。

↓解説用（触らない）
こちらの写真はWindows８からキャプチャーしたものであるが、最近はこのように画面をフラットなデザインのアイコンで埋めるのがWeb業界の主流である。そういえば、Googleのロゴも2015年の夏にフラットデザインに変わったのを知っているだろうか。ひと昔前は、３Dやグラデーションのあるデザインが流行ったような気がするが、進化した現在にあってフラットに逆戻りというのはなんだか不思議な気がする。一般的にフラットなデザインというものは、「ダサい」などと考えられる傾向すらあったのに。本当に流行というのはわからないものだ。



赤字で入力した「経験は、」の直後に、「子供」という単語を黒字で入れて、「子供の頃には・・・」と続けたいが、ベストな手筋は何か。

[image: ]Word Tips 「フォント書式の切断」
フォント書式は、カーソルを入れたところの「左」のフォント層の書式を引き継いでしまう。引き継がずにフォント書式を切断する方法を学ぼう。

作業用
長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、の頃にはよくあったものだが、大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。

解説用
長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、の頃にはよくあったものだが、大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。





インデントをかけすぎていびつになったのですべて一番左に戻しなさい。（つまり左インデント0に）

ポイント
・段落書式の解除のやり方を学ぼう。
・段落層は本来「ワンクリック法」だが、複数の段落にまたがるなら「文字ドラッグ法」にならざるを得ない。

作業用
こちらの写真はWindows８からキャプチャーしたものであるが、
最近はこのように画面をフラットなデザインのアイコンで埋めるのがWeb業界の主流である。
そういえば、Googleのロゴも2015年の夏にフラットデザインに変わったのを知っているだろうか。
ひと昔前は、３Dやグラデーションのあるデザインが流行ったような気がするが、
進化した現在にあってフラットに逆戻りというのはなんだか不思議な気がする。
一般的にフラットなデザインというものは、「ダサい」などと考えられる傾向すらあったのに。
本当に流行というのはわからないものだ。


次の文章の行間を「2倍」に設定しなさい。その時、行は何ptでしょうか。

ポイント
・デフォルト設定の行間「１行」とは何ptなのか、今はわかりますね。どこで定められた設定ですか？

長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、子供の頃にはよくあったものだが、
大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。
ただしそれは、単純に自分が忙しいからそうしないというよりは、
敢えて過去を振り返らないほうが自分の良い未来に繋がるという自分なりの考えも手伝ってのことだ。





配置（左揃え・中央揃え・右揃え）
・デフォルトは、「左揃え」じゃなく、「両端揃え（Justify）」だと覚えておこう。（その違いがわかるのは長い英単語を打った時のみだから、普段日本語を打つ人は気にしなくてよい。）
・左揃え・中央揃えや右揃えは「配置」と呼ばれるもので、段落層の項目。→当然、ワンクリック法。
・よく使うのでショートカットも覚えよう。

下記は、タイトルなので、同じ行のまま、行の中央にくるようにしなさい。

僕と君の青春


フォントサイズをショートカットで「20pt」まで大きくしなさい。

僕と君の青春


ポイント
とても重要なショートカット（WordとPowerPointで通用。Excelでは不可。）

下記は、作成日時と作成者名なのでいずれも、行の右端にくるようにしなさい。

議事録作成日時：2015年10月1日
作成者：トミー

ポイント
中央揃え・右揃えはよく使うので、ショートカットを覚えておこう。




[image: ]Word Tips
	Q1. 中央揃え：
もう１度押すと解除
	［Ctrl］＋［E］※center

	Q2. 右揃え：
もう１度押すと解除
	［Ctrl］＋［R］※Right




段落罫線と網掛け

[image: ]Word Tips 「罫線と網掛けは、改段落記号を含むかどうかで階層が変わる」
「罫線と網掛け」だけが、「改段落記号」を含むかによっての対象の切り替わりメカニズムをもつ。
つまり、「どう囲んだか」が問われる特殊な存在。※ショートカットはAlt＋A→B
・改段落記号を含む場合→段落書式
・改段落記号を含まない場合→文字書式

[image: ]Word Tips
	ページ罫線と網かけの設定
	［Alt］＋［A］→［B］



下記完成例と同じになるように、「運動会当日の持ち物」を四角で囲みなさい。
またその後Reveal Formattingを用いてどの階層に設定が掛かっているかを確認しなさい。

↓これを処理
運動会当日の持ち物
・運動着
・はちまき
・水筒
・打ち上げのお金

完成例
運動会当日の持ち物
・運動着
・はちまき
・水筒
・打ち上げのお金


下記の完成例ように塗りつぶし設定をかけなさい。

↓これを処理
「英雄とは、胸に大志を抱き、腹中に大謀を秘め、宇宙をも包む豪気と、天地を呑吐する志を抱く者のことだ」（引用：http://homepage2.nifty.com/hyakkadairo/3594/sub13ningyougeki/13eiyuron.html）


完成例
[image: ]
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リスト入門：箇条書きと段落番号


次の文章を、２行目の「元気に話す～」から、「●」の箇条書きにしなさい。箇条書きにしたら、リスト層をクリックし、複数の段落にまたがる概念であることを確認しなさい。最後に、リストをOFFにしなさい。
ポイント
・箇条書きの設定をボタンによって掛ける。箇条書きの解除の仕方を学ぶ。
・リスト層がONのときには、「枠外ドラッグをしても本文と一緒には、さわれない」という特徴がある。
・リスト部分の中央を触ることができ、このとき「リスト層」を触っていると言える。
・この講義では、記号を「行頭文字」と呼び、本文を「箇条本文」と呼んでいく。
作業用
今日の目標は、
元気に話す。
たくさん笑う。
夜は早めに帰宅する。

解説用
今日の目標は、
元気に話す。
たくさん笑う。
夜は早めに帰宅する。



次の文章に、２行目の「元気に話す～」から、「１．２．３．４．」のような段落番号をつけていきましょう。そのあと、「夜は早めに帰宅する」の行を削除して連番が崩れるか確認しよう。

ポイント
・「２．」を消せば勝手に番号が更新される。
・リスト層は複数の段落にまたがる概念であることを確認しよう。

作業用
今日の目標は、
元気に話す。
たくさん笑う。
夜は早めに帰宅する。
家に帰ったら宿題をする。


解説用
今日の目標は、
元気に話す。
たくさん笑う。
夜は早めに帰宅する。
家に帰ったら宿題をする。


リストの行頭文字
箇条書きの黒丸「●」が大きすぎるので使いたくありません。もう少し小ぶりの●にかえたいので、かえなさい。（小ぶりの●であれば何でも良い）。
ポイント
・リストの「行頭文字」という概念を認識し、それをどこで変えるかを確認。

運動会当日の持ち物
· 運動着
· はちまき
· 水筒
· 打ち上げのお金



「段落書式の継承」を確認したあと、以下を理解していく。

１行目の「経験は、」の後でEnterを押しなさい。すると、全３段落構成となってしまう。一旦元に戻してから、全２段落を維持したまま「経験は、」の後で正しく改行するにはどうしたらよいか。

ポイント
・箇条書きと改行・改段落について考える。

作業用
1. 長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、子供の頃にはよくあったものだが、大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。
2. ただしそれは、敢えて過去を振り返らないほうが自分の良い未来に繋がるという考えによる。

解説用
1. 長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、子供の頃にはよくあったものだが、大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。
2. ただしそれは、敢えて過去を振り返らないほうが自分の良い未来に繋がるという考えによる。


リスト層とインデントマーカー
リスト層ON時の、インデントマーカーの変質
次の文章において、「１行目インデント」と「ぶら下げインデント」の動きを確認しなさい。

ポイント
・段落層で習った「1行目インデント」と「ぶら下げインデント」の役割が、「リストON」の世界では変わることを確認する。

作業用

· 長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、子供の頃にはよくあったものだが、
大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。ただしそれは、単純に自分が忙しいからそうしないというよりは、敢えて過去を振り返らないほうが自分の良い未来に繋がるという自分なりの考えも手伝ってのことだ。
· 社会に出て数年たつなかで、自分のライフスタイルや重視するものが変わっていくということは、誰しも感じるのではないか。社会に出て変わるといっても、子供心を失うというわけでなく、社会に出てからの経験というものは学校および大学時代とは違う、新たな考え方や暮らしの目標を自分に植え付けるのに十分なほど、多様でかつ質量のあるものだったのかもしれない。いろいろな経験をする中で、自分を良い方向へ導けるかどうかは本人の思考というより「こうありたい」と思い続ける志向がものをいう。


解説用
· 長い時間をかけて、これまでの自分の過去を振り返るという経験は、子供の頃にはよくあったものだが、
大人になるにつれて、深く過去を顧みることをしなくなった気がする。ただしそれは、単純に自分が忙しいからそうしないというよりは、敢えて過去を振り返らないほうが自分の良い未来に繋がるという自分なりの考えも手伝ってのことだ。
· 社会に出て数年たつなかで、自分のライフスタイルや重視するものが変わっていくということは、誰しも感じるのではないか。社会に出て変わるといっても、子供心を失うというわけでなく、社会に出てからの経験というものは学校および大学時代とは違う、新たな考え方や暮らしの目標を自分に植え付けるのに十分なほど、多様でかつ質量のあるものだったのかもしれない。いろいろな経験をする中で、自分を良い方向へ導けるかどうかは本人の思考というより「こうありたい」と思い続ける志向がものをいう。


箇条書きで「●（行頭文字）」と「その後の言葉（箇条本文）」がやや離れていて気になる。もう少しくっつけなさい。

ポイント
・もっと離したい場合についても考える。
・カクカク動くときに使うショートカットはなんだったか？

作業用
運動会当日の持ち物
　↓ここが離れているので近づける
· 運動着
· はちまき
· 水筒
· 打ち上げのお金


ここでは、インデントマーカーを触ったが、最終的にスタイルを使うようになったら、リストのインデント設定では、講義終盤で習う［HMD］を使用していくこと。



煩わしい入力オートフォーマットのメカニズム把握
「入力オートフォーマット」とはなにか
リスト（箇条書き・段落番号）を自分でONにしていないにもかかわらず、
特定の条件を満たした際に、勝手にリストONになる「入力オートフォーマット」。
メカニズムを一度確認しておきたい。

入力オートフォーマットの発動条件1
文の冒頭に「・」を付けて箇条書きを行いたい。
下記に、「・運動着」と入力せよ。（入力オートフォーマットが働くようにするにはどうしたらよいか。）

作業用（↓ここに「・運動着」と入力して箇条書きになるようにしよう。）




入力オートフォーマットの発動条件2
文の冒頭に、全角で「1」と付けて、段落番号を機能させたい。
下記に「1　運動着」と入力しなさい。さて、段落番号の入力時に「入力オートフォーマット」が機能するためにはどうしたらよいか。

作業用（↓ここに入力。）




ここまでの「リスト層」まとめ
ここまでで、「リスト層」の存在を知り、リスト層が「複数の段落をまたがっている概念」であることを理解し、「インデントマーカーの役割を変質」させるものであるとわかった。しかし、リストは、目に見える部分だけで設定が掛かるわけではない。リスト設定時に、実は裏側で「マトリックス」が広がるため、別途ファイルでさらに「リスト＝マトリックス理論」を学んでいくこととする。



オプショナル問題（参考）
ここから下はおまけの問題です。講義では扱いません。参考にしてください。

下記のように画像データを貼ったのだが、「完成例」のように文字が回りこむように設定をしなさい。

こちらの写真はWindows８からキャプチャーしたものであるが、最近はこのように画面をフラットなデザインのアイコンで埋めるのがWeb業界の主流である。そういえば、Googleのロゴも2015年の夏にフラットデザインに変わったのを知っているだろうか。ひと昔前は、３Dやグラデーションのあるデザインが流行ったような気がするが、進化した現在にあってフラットに逆戻りというのはなんだか不思議な気がする。一般的にフラットなデザインというものは、「ダサい」などと考えられる傾向すらあったのに。本当に流行というのはわからないものだ。

[image: ]


完成例
[image: ]

直接書式


スタイル書式
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